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つ
て
こ

K 
用 
ひ 
た 
關7

の
語、 
は 
嚴 
格
に
v>
へ
ば
穩
當
を
欠

や. 
5
で
あ
る
が ；

■*. 

. 

.
.

，
-- 

「

.
Jr 

J 
■
 

L 

. V
、

マ 

Tsy'

名 
d
f 
力 
f
 
另
禾
ヲ
其
こ 

ろ
ま
でy

か
け
概
括
せ
ん
と
し
た
もQ

p
t
。

從
？
？

、
に
用
ひ
‘
た

關

は

嚴

格

に
X

禱

f

欠
く
言
で
ぁ
る
が
、 

V
、

で
は
便
宜
に
從
ひ
’
こ
の
語
を
用
ひ
た
。

:

'

,

,

.
さ
て
こ
の
意
味
に
於
好
る
關
I

業
の
謹
は
主
と
し
て
近
世
に
屬
し
、
從
つ
て
ぞ
れ
以
前
.の
鑛
は
上
方
漁
業
丨
瀬
戶
i

を 

ネ
I

す
る
隣
接
の
漁
業
丨
ょ
I

遙
か
に
遲
れ
て
ゐ
た
。
か
や
ぅ
な
事
情
か
ら
戰
國
時
代
以
前
の
資
料
な
ど
は
特
に
乏
し
く
小
文 

を
し
て
一
層
貧
I

‘もS

た
ら
し
め
た
。
と
は
い
.へ
こ
の
地
方
の
鎏
が
専
日
本
を
養
つ
た
上
方
漁
業
に
代
つ
て
、
爵
漁
業
の
近 

讀
的
霊
に
t

有
力
な
地
盤
，のI.

つ
と
な
り
得
た
こ
と
は
.、
や
が
て
來
つ
た
統
一
、
的

國

家

成

立

過

程

へ

の

か

い

匙

^

^

ぎ
 

I

質
的
條
件
の
'一
つ
•を
提
供
す
る
結
艰
と
な

•つ.
た
。
か
n

界

，

％

を
.
^
つ
關
東
漁
業
の
發
達
を
ー
應
で
も
探
る
と
ハ
ふ
と 

と
は.

£
0
と
ろ
流
行
の
滕
^
の
神
秘
と
か
，现
-1
:
と.
か
を
科
學
す
：る
心
で
も
ぁ
^.
ぅ
0 

,

(

1〕

.
關
^

£來〕

の
說
が
關
の̂
で
ぁ
ふ
こ
ミ
は
矜
く
人.の
知
る.
>
.
/
こ
る
で
ぁ
る
が
、
そ
の
範
圍
サ
’
w*̂
に
>
、
“
學
者
に
よ
U
區
々
で
あ
るo

机
^
は
令
恭
解(

公
式
令〕

に
出
で
之
に
，も
諸
說
あ
りC

貞
丈
雜
記
、
平
家
物
語
0
ま
た
來
鍵
'

(

卷
十
七
姐
仁
ニ
印〕

鹽
風
-'
燕
石
亂
志
、
.今

古

著
, 

.
聞
集
、
地
方
落
穂
集
等.
に
1
說
明
し
て
あ
る
が
.».
と
X
で
は
通
俗
に
#'
ひ
節
极
以
來
を
-̂
心
ミ
し
て
' 
却
て
駿
州
'を
こ
れ
S

へ
關
來
の
語
で 

表
現
し
た
。.
.
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可
灣
也
圖
に
ょ
つ
て
沿
岸
な
ら
び
に
海
況
の
狀
態
そ
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
時
局
柄
し
ば
.ら
.く
割
愛
し
、
單
に
漁
場
の
み
に
つ
い 

て
述
る0

さ
て
；
こ
‘の

灣

Q

中
部
^

_

ノ
海」

と
»

す
る
長
ざ
約
〇
乱
巾
0 ;

里
余
の
激
域
へ
が.
あ
'
り

て

諸

種

の

叙

族

.が

棲

息

し

釣

興

*

紫

の
. 

寶
庫
？
J

I

O
 .「

瀨
/

海
J

S

く
る
所
を「

含
ノ
瀨」

と
い
ひ
、
水
深
〇
〇
〇
尋
に
達
す
ひ
‘

こ
の
外
に
有
名
の
漁
場
十
五
ケ
所
あ
り
て
水. 

S

も
明
か.
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、
凡

て

慕

し

、
そ
の
礁
名
の
み
暴
ぐ
。
日
く
、
内
ノ
，瀬
、
タ
ケ
ャ
ヮ
セ
、

’小
杉
—

森
通
り
、
 

♦

一7:

ハ« -

レ
：'

吉

永

亂

先

 

.て 

れ
で
‘
あ
る
。

.
 

ト 

:

.

黑
潮
の
暖
流
は
外
海
ょ
り
灣
入
し
來
る
や
、

一
旦
か
の「

沖
ノ
P
J.

に
衝
突
し
"

分
れ
て
ニ
派.
と
な.
り

1

は
御
前
崎
に
沿
ふ
て
、
他
は 

.「

色

々

瀨」

伊

豆

_

岸

れ5«
'

钇
« --

っ

文

灣

人

：す

冬

*

贫

八

次

島

ょ

&',

«

風_

&

に

向̂

发
^

匕
れ
を「

ゥ
ラ
潮
L
ま
た
は「

テ
ャ
潮」

と
い
ふ
。
前
者
は
北
流
し
後
莕
は
南
流
す
、
鰹
の
豐
漁
は「

一
一
ャ
潮」

を
最
も
良
し
と
す
る
。

.

疆

灣

ぱ

北

面

隅

；の
：小

H

驗

ょ

，％

房

州
'̂

洲
认
；#

&
&

を
射
げ
^

す
0

〇.
の
岩
礁
が
あ
る
0

西
に.
あ
る
を「

ヮ
人
沖
ノ
山
^
:

中
央
の.
を「

ヵ
グ
マ
ノ
沖
ノ
山」

と
^

.

漁
民
に
從
へ
ば
何
れ
も
•
產

O
O

C
#

H

 V

外
側
S

H

0

5

以
h

i
s

」

、
こQ

g
Q

S

外
は
相
模
灣
中
の
最
好
の
釣
漁
場
•で
あ

_

來

漁

業

の

摇

籟

期
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六
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二
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S
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一
.

’.

そ

、

-
 

.

.
次
に
辣
ヶ
島
を
距
る
5£
南
〇
0 .
海
里
に 
ー^ -
漁
場
が
あ
る
之
を「

コ* -
沖
ノ
山

」

と
い
ふ
。

廣
袤
〇
方
海
里
、
水
深o
〇
l
b
〇
尋
に 

::.達
;1
>':
西
面
；̂
^
れ_

衣
好
漁
場
ザ
靡
<
安
1
1̂.
彌_

向
ム
0
黑
^
ゆ
：豆
漱
諸
島
と
右
膠
輕
$
找
晰
^
^

潮」

と
い
；5 
.

そ
の
緩
流
は
灣
入
し
て
小
层
灣.
に
间
ひ
'
、
，そ
の
强
流
は
洲
ノ
崎
に
向
ふ
。
之
に
反
す
る
逆
流
は
5

の
流
域
な
し
。 

但
ん
こ
の,

逆
潮
は「
警

- S
W

し」

と
俗
稱
し
漁
業
上
に
最
も
重
大
备
係
を
贺
。‘
 

’

江
，
灣
沿
岸
地
帶
に
つ
い
て
は
前
記
の
理
由
に
よ
り
皙
略
す
る
も
概
言
す
れ
ば-

こ
れ
を
.三
原
に
分
ち
第
ー
區
は
第
四
紀
曆
で
多 

く
は
遠
淺
.で'̂
り
第
一
ー
區
は
な
ほ
第
四
紀
層
な
る
も
南
下
す
る
に
從
ひ
第
三
紀
層
と
な
り
前
部
は
遠
淺
な
る
も
後
部
は
^
石
多
く
水 

.
深
--
0
〇
#
^
.̂

で
あ
る
-0
蟹

1區
は.
注
と
し
ボ_

ー|3
»-
で.
岩
石
よ
り
成
り
0
尋
線
は
大
島
沖
合
よ
奴.

<̂
^
.

つ
て
.遂
に
は
浦
賀
灣
ロ
に 

向

ふ
.0....
; 

. 

... 

-.-.-..
V 

:

こ
れ
を
綜
括
す
れ
ば
，

一
般
に
遠
淺
で
漁
贬
⑷
出
入
に
不
便
多
き
も
ゝ
そ
办
溆
場
は
距
岸
十
里
內
外
で
ゝ
出
漁
紫
ば
即
日
歸
來
す
る
を 

常

德

、：

^

■

の
豐
賓
と
沿
書
市
め
|

^

-^

は

渙

民

、
、
：漁

' *

の
：觀

と

：
衝

.

と

を

參«

辍

粮̂

.
の
調
査
あ
る
-4
>
凡
て
こ
れ
ら
を
割
愛
^
る
。 

.

ノ
；

,
房
總
外
海
房
洲
南
端
よ
り
上
總
夷
隅
部
ま
で
ほ
，主
と
し
て
寒
多
き
荒
碳
で
あ
る
が
、

と
れ
よ
り
以
北
は
謂
は
ゆ..
る.
丸
十
L

里
の 

1

大
沙
濱
で
あ
る
。
然
し
飯
岡
よ
り
犬
吠
岬
は
断
崖
を
な
し
岸
深
か
で
t

。
有
名
な
漁
場
と
し
て
天
津
沖|

帶
te
o
.
o

里
に
亙
り「

S
 

.
磯
1
ま
た
は
：橫
#

粘」

が

. ^
る
水
深
〇
0

0'
:
-
-

0
0
0

尋.
忙
達.
し
；マ
次
'
に
：̂ 

M
る
J
九
十 

^

里
赛
が
あ
^
,

高
古
0
0

水
深
0
0

尊
さ
ら
.叫
之
に
平
行
し
泰
墨

が
あ
り
'
 

輝
に「

大
极J

が
あ
る
。
こ

の
，外
に
太
東
崎.
の
I

方
〇
里.
乃

至

〇

〇

里

に
」
「

千

間

也

ししと
'「

力
ン
コ
ン
根

」

が
あ
る
0「

ま
た
飯
岡

か
合.
に
1 ^
6

0
擎
^
堅
^-
が
ぁ
'ケ
て
、
之
と
£

七
九
^

し
8
隊
に
は
幾
タ
か
^
落
伊
が
ぁ
る
0'

' 

.

.

.

潮
流
嚷
It
潮」 (

黑
说
较
は)

沖
合
を
流
る
V
も
時
に
陸
地
に
接
近
す
る
©
こ
れ
に
反
す
る
潮
流
は-
逆
潮
'」

た
る
寒.
流
で
ぁ
る
0
こ
0. 

|1
^
が
四
季
と
地
區
に
よ
り
踺
々
の
#
化
を
な
し
、
そ
れ
が
免
族
の
廻
游.
に
'爾
大
な
關
係
を
有
つ
て
ゐ
る
の
で
ぁ
る
が
：
全
部
そ
れ
ら 

は
省
略
す
る
。

,■
•

!
.

'

, 

„

': 

概
括.
さ
て
队
上
を
以
て
關
東
漁
業.
の
過
去
な
ら
び
に
碧
に
於
て
行
は
れ.
て
ゐ
る
^
域
の
堆
方
的
特,

を
分
說
し
終
<>
た
が
.
'
r

■

策 _

I :-

_

:

1

i :
r

 
へ_

1 :
'

_

ニ
，观

^

ぐ
で.
：のm
業
的
^
%%;
;

# '』

w;
^ .
■
^:
そ
<0
:

« -
底.
地
帶
^
深
:.
<;

陸̂
庇
^
！̂

し..て
昨
灣
漁
識
の
#
胜
ぢ
發
輝
^
て
お
^
::
0

、そ
れ.
故
'に«
m
 

な

4
K
I

^
IO
n
:

^o
yt
o
業
の 
一
m
に
分6

こ
と
が.
出
来
る
。
こ

の
結
媒
/^
し
て
前
'#
で

は

主

と

ん

て

敷

網

、、旋

翁

. 

—

■_

加
象
觚_

敗
« '_
_
ら
汉_
_
_
着

^
釣
漁
業
が
發
達
じ
:#
る
傾
向
米 

こ
と
に
有
魏
め
地
^-
網
激
業
が
#
配
的
に
發
展
す
る
素
地
，を
观
へ
た
。
 

‘

惟
ふ
に
仁
の
事
は
梟
、的
條
件.
よ.
り
來
る
關
柬
鎏
發
達
の
^

^

的
契
機
に
外
な
ら
な
い
。.

從
つ
て
現
實
に
見
る
漁
業
の
史
的
發
M
 

は
必
し
もM

然
的
飯
件
の
み
に
よ
つ
て
規
宛
せ
ら
れ
て
は
ゐ
な
い
、
こ
の
點
は
勑
に
注
章
を
要
す
る
。，丨

.

'

■

Y:
:
0
一一
 

■

は
飞
水
路
志：：_

產
鏨_

雷

(

2〕

同

上

.

.

，

’ 

•
/ 

• 
• 
. 

• - 

,

.
、.一

:

一
.:
.；

(
^
.
;
^

濟

調

蒼

き

袁

吿

嚴

揭

泣

 

'

■.

。：

」

.
：
：
：
：
：
一

.
、'-
；:

關
來
漁
梁
の
搖
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1

5
 
..

(
さ
て
こ
の
項
は
鯽
束
漁
業
の
梳
廳
時
代
を
取
扱
つ.
た
も
の
で
あ
る
が
、實
は
一
辦
の.
消
革
史
に
過
ぎ
尨
いo

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
 

ほ
2

大
觀
す
る
21.

と
は
出
來
ょ
5.
0
’

上
-(i
t

漁
業
*

ご

卜

に.上
世
と
は
た
^

大
ま
か
に
越
薔
式
時
代
と
で
も.
い
ふ
も
*9.

を
中
心
と
し
て
そ
.の
前
後
に
於
け
る
古
い
時
代
の
關 

束
欲
業
5:-

1

瞥
せ
ん
と
1>

た
も
の
‘.
で
あ
る
0

從
つ
て
考
古
學
的
意
義
に
於
け
る
-
漁

業

な

ど

に

つ

い

そ

は

い

ま

こ

、

で

の

問

題

で

は

な

い

。

/ 

然
し
こ.
の
濰
方
W

褙
岸
地
帶
か
ら
魚
骨
、
介
說
な
ら
び
K

骨
製
漁
具
の
發
掘
せ
ら
る
、
も
の
ょ
り
考
へ
て
㈣

^ .

の
意
味
で
<n,
,

漁
業
と
は. 

い
ひ
得
ら
れ
^

い
ま
で..
も
遠
き
昔
に
於
て
水
！j

物
を
利
用
し
た
海
人
種
族
が
居
住
しV

ゐ
た
こ
と
だ
I

椎
察
に
難
く
な
いc

殊
に
前

.
■
選
 _

'*
1 '

;

:€,

1 :

漏

1 -
:1

啦

薩
_

: 1
1

漏

震
_

_

_

島
人
の
漂
箫
し
た
こ
と
は
明
か
把
玉
葉
や
宙
今
著
聞
紙
に
’見
ぇ
て
お
る
丨
さ
ら
に
奥
深
き
三
大
灣
底
の
後
に
廣
漠
た
る
原
野
と
前
に
# 

富
な
海
蔵
と
鑫
へV

ゐ
空
と
は
，、
蟹

Q

自
然.
が
か
れ
ら
古
代
人
に
約
取
し
S

娶
化
の
素
材
で
あ
ら
ぅ
。

,

激
ら
鋈
時
の
海
岸
住
民
と
は
い
变
る
人
々
で
あ
つ
た
で
t

ぅ
か
、
い
ひ
か
へ
て
單
な
る
半
農
半
漁
荽
は
かQ

漁
獵
民
た
る
'
 

海
^
乃
至
そ
の
系
統
に
屬
す
る
人
々
で
あ
つ
炎
か
、
TE
確
に
は
不
明
で.
あ
る
，。
'た
：̂
も
れ
に.
も
拘
>̂
'
ず
、
割
合
に
こ
の
種
の
^
業
的
'1 

獵
民
が
住
居
し
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
こ•
と
は
次
の
理
由
に
ょ
る.
の
で
あ
るc  

、’

ィ
海
人
族
に
關
係
を
有
つ
地
名
な
ら
び
に
古
俗
の
，存
す
石
こ
と
是
れ
で
あ
る
。
先
づ
‘「

南
總
郡
鄕
考
乾
し
.に
上
總
國
市
原
15

に「

郎 

名
海
士,

ス5

」

と.
f

。「

大
日
本
地
名
辭
窨
下
卷」

は
之
を
次
の
如
く
說
明
，す
る
•「

£

鄕
。
和
名
抄
、
市
原
郡
海
部
鄕
、
.訓&

 

篇

。

〇

今

市

西

村

五

井

町

並

び

に

市

原

村

の

南

、偏

’賞
あ.
た
A

中
略)

養
港
川
の
滞
邊
、海
に.
至
る
間
な
る
べ
し
5

」
0

ま
たr

驚

1
 

;
逢

:#
:_

魔
|

^

雇_

?

::
:
0:
务
雜
^

ら

_

_

響

ゅ

位

藥

及

0 :
:
獄

月

後

激

微

と
* :
:-
_

音

相

通

ぶ

*
村
を
指
々
る
|

ふ

-5
^ :
た
^ *
保
、
近
世
山
3

i
s

諸
f

總
，之
海
保
f
 
S
 

(

中
略
；海
f

藥

乾

の

文

字

を

，

.. 

.

.

-

.

..
/
一' 
.
-
-.
.
...
.
.
.
.
. 

.

ア
マ-

，音
に
よ
みH

、

次
イ
ボ
、
ヵ
イ
ホ
と
課
れ
る
者
と
す
諸
州
の
例
沿
海
の
海
部

.々

跫

’
ヵ
イ
フ
の
名
あ
る
と
同
じ」
と
あ
る
。
ま
た
1

餘
戶

r

和
名
抄
、
葛
•
勝
郡
餘
戶
鄕
。
〇
今
詳
食
ら
ず
、
1

§

の
邊
を
さ
し
た
る
歟(

中
略)

名
義
は
驚
島
の
剩
餘
と
す
る
を
可
な
れ
.ど
海
部

へ
武_

輒
部
防
人
安
鲁
窗_

沄

霖
€

オ
％
セ
：シ
、
^

と
あ
る
が
、.
そ
の
安
®

氏
は
周
知
^

如
く
海
部
族
を
へ
壬
宰
せ
し
家
系
で
あ
る
。

.

べ2.〕

.

.

次
に「

前
羽
村
認」

に
ー
よ
る
と
。
當
地
の
サ.
イ
ノ
ヵ
ミ
を「

上
古
忙
於
け
る
海
部
族
の
東
國.
に
發
展」

の
.
一.
現
象
上.
し
て
說
明
し
、
そ
の.

部
跋
と
を
結
合
せ
し.
め
'た
功
神
で
あ
る」

か
ら
沄.
々
と
說
明
し
て
お
る
。
こ
の
所
說
は
い
^ ,

俄
か
に
赞
同
レ
難
い
の
で
，あ
る
が
"

た
^
こ 

/'
§.

;
#

方
|:
:
帶
^

修
窜_

置
傲
»
で
,,
:
'

_
^
で
伊

祈
ロ
博

± ^

が
>

最
初
に
熊
野
信
仰
を
何
人
か
、
箱
根
に
移
し
て
'
來.
て
、
其
| :.

伊
豆
山
と
關
聯
さ
せ
て.
、
こ
、
に
東
西
^
!

一
つ
の
.熊

姆

が

出 

來
だ
む
の
で
あ
ら
ぅ
^

々」

と
述
べ
て
ゐ
る
點
か
ら
察
す
る
と
熊
野
漁
民
と
こ
の
地
方
の
沿
^

漁
民
と
は
可
な
り
密
後
な
■
係
が
あ
る 

冬
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か
、
‘
殊
に
最
も
興
味
あ
る
問
題
は
熊
野
漁
说
が
熱
烈
な
熊
姆
信
仰
著
で
あ
る
と
同
時
に
ま
た
そ
の
地
方
の
沿
捧
は

-

有
名
な
熊
野
海
人
の
本
場
で
あ
つ
‘
た
か
ら
で
あ
る
。 

' 

,

:•

认
、
仞
豆
、
'相
模
、
房
州
地
方
に
は
少
く
も
文
書
’
の
上
，に
中
世
末
ご
ろ
か
ら
、
明
か
に.
海

部

入

が

住

居

し

"

こ

と

に

小

田

原

北

條

氏 

時
代
に
は
後
述
す
る
洳
く「

か
◊

ぎ
の
衆」

と
し
て
特
殊
の
職
業
的
漁
民
の
存
在
し
て
ゐ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
今
日
の
房
州
沿
.背
の 

每
%

ト
つ
い
て
は
旣
に
周
知.
'の̂

實
で
あ
る
。
問
題
は
後
年
‘の「

ア
マ
し
と
往
呢
■
の.
そ
れ
と
の
關
係
で.
あ
る
、
年
直
に
全
く
緣
故
の
な
き 

も
の
か
そ
^

と
も
過
去
の
引
輯
き
乃
至
そ
の
變
移
し
た
も
の
で
あ
る
か
俄
か
，に
斷
定
し
難
い
が
、
志
摩
の
場
合
な
ど
で
は
往
十
14

よ
り
同

. 

,

■ 

. 

I 

. 

*

丨
,

關
浓
蠢
の
搖
i

 

■ 

.-、
 

.

'

2

 

'

0

S
七)



丨

,

拥
東
漁
S

雪

期

•  

_ 

•

-  

六

六

(1
1

三.
八〕

1
系
統
の
も
の
な
る
こ
と
は
明
か
-I
?
あ
る
。 

.

ハ
ノ
最
後
に
當
時
の
漁
獲
物
の
领
類
か
ら
推
考
す
る
と
。
延
喜
式
に
ょ
わ
ぃ
、

そ
の
キ
な
る
も
の
は
今
日
と
大
差
，な
く
、
先
，つ
廻
游 

魚
族
で
は
烏
賊(

f f
^

)

觸(
I

I
)

'

鱗(

^

M-
魚
、
鮫
へ
鯛
、
鮮
、
ま
た
貝
類
そ
の
他
の
木
族
で
は
鮑
、
貧

.

海
膽
、
螺
類
で
あ
る
。
と
の
外
に
年
i

.

跗
等
の
淡
水
魚
な
ら
び
に
各
種
の
海
藻
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
§

妙
斷
^

»)
0

の
：
貢

納

物

は

後

に 

示
‘
す
如
く
海
藻
類
を
除
け
！r

腹(

鮑〕

と
堅
熟
鰹)

の
ニ
種
に
限
ら
れ
て
ゐ
’る.
が
、'
前
者
は
沿
岸
一
の
根
付
介
類
，で

あ

り

、
後

者

は

南

方 

性
廻
游
漁
の
代
表
的
の
も
の
で
あ
る
。
^

る
に
こ
の二

種

の

漁

獵

は

主

と

し

て

彼

等

海
！！

族

の

秀

れ

於

る

，先

天

的

特

跦

の

技
術
で
あ
る
。：
 

■

に

伊

茛

先

稿

に

：は

胜

货

4

$
1
:
«

の_

龙

系

漁' »
拔

族

；ど'^
思

辟

^

る

輯

呔

そ
の
妙
技
を
布
し
て
ゐ
た
こ
と
は
本
問
題
を
考
ゆ
る
上
に
注H

E.

す
べ
き
現
象
で
あ
るo  

、

' 

• 

r 

o 

o

' 

3 

.，■
へ7〕

>

こ
れ
を
耍
す
る
に
餅
甚
安
房
、
駿
河
、
相
模
*
上
總
の
諸
國
は
前
叙
せ
る
如
く
腹
と
堅
魚
が
唯j

の
特
^j

で
あ
る
に
も
拘.
は
ら
.ず

§
lo
ip
lo
s :
i

i1
<o
ao
0

?o
0

lo
0

。

' 

■

ま
た
前
の
五
ケ
國
中
で
も
研
豆
、
安
肩
兩
國
の
施
康
は
斷
然
優
懲
で
、
駿
河
、
こ
れ
に
跑
ぎ
相
使
上
總
は
蓝
だ
貧
弱
も
p
y
。
と 

■
爾

潔

嫌

ま

法

ベ

^
侧
顧
は
总
枕
■
國
健
'兒
$
數
を.
爲
各
£;
ハ 

_

:5
^

_

?

_

_

、

^ :
_

_

響

賢
 _

■
無
■

の
‘序
列
を
な
し
て
お
る
こ
と
と
れ
で
あ
ス
o

.

惟
ふ
？

の /j  
と
は
當
時
の
關
5

は
| :
I '
w
l-
s
g
k

î
s -
:

^
-

^
!̂
f

l ;
î
^

t :
l>

(D
'

l :
s '
;

l_
 

帶
は
恐
ら
く
半
農
半
漁
の
地
方
で
あ
つ
た
で
あ
ら
‘ぅ
。
殊
に
，武
藏
の
如
き

•
は
純
農
業
國
で
あ
つ
た
と
も
見
ら
れ
#-
る
の
で.
あ
る
。

う
す
見
て
く
る
と
、
健
兒
數
の
多
い
國
ほ
ど—

武
藏
は
そ
の
適
例-----------------------

^
業
の
盛
大
な
地
方
で
ぁ
っ
て
辦
き
剛—

伊
哀
*

安
房
の.

響

1

^

影
1 ^

ノ^ :

ぎ

ぢ

$

ソ
の
で_
知
る
1

t

ロ
す
れ
ば 
i

n

i

^ :
s :
A >
p '
I :
s :
A

i l
'

A '

口
よ
り
も
於
か.

i 

む4
6

で
ぁ
っ
た
と
は
い
ひ
得
る
も
こ
れ
を
以
て
直
に
農
漁
村
济
の
聚
落
の
大
小
を
-

判
定
す
る
譯
に
は
ゆ
か
な
い
。

.

漁
*

枝
術.
.V

:

次

に

當

時

：
の

.

漁

獵

技

霧

溝

察

费

る

今
：：

直

接

，の
.

資料：
は
全
然
彳
然

:'
1
>

鮑
:.
:,-
''餘
と
い
4

, »

獲
物
$

猶
類
か
ら
考
：ゆ
：.

，
 

る
と
、
鮑
は
浒
水
ま
た
は
突
漁
に
よ
，つ
、た
も
；'の‘1?
'

^

ら
ぅ
が
、
次
に
觸
に
っ
い
て
は
今
日
の
進
步
せ
、る
漁
法
で
も
一
本
釣
が
最
も
姐
H

遍

，
 

的
の
方
法
1?

ぁ
り
、
た
f

特
殊
の
場
合
'

i

师
へ
ぽ
地
敗
お
の
づ
か
ら
灣
人
し
て.
恰
も
袋
狀
を
な
す
と
き
に
、
し
ば-

^

建
切
網
、
現
網 

乃
至
旋
網
類
を
使
用
す
多
も
の
も
ぁ
っ
た
。
か
や
ぅ
な
箏
情
か
ら
推
す
と
鰹
漁
の
網
涣
は
特
別
の
地
形
を
有
す
る
場
合
の
外
は
-

甚
だ
困
、 

難
で
ぁ
孓
か
ら.
一
般
拙
に
い
べ
ば
一
本
釣
が
古
れ
と
も
に
最
も
普
通
で
ぁ
っ
と
考
ヘ
て
大
差
な.
か
ら
ぅ
。
但
し
な
ほ
一
っ
考
ふ
ぺ
き-

.
、こ
ん
^

^

！nw ;
^
£f
c-
A_

^
co
¥
o

^
#
^
*

5t—

:»—

-Rx
Q_
—

:̂
'*
t
?
.̂_

^

わ
い
び
に
か
時
の
き
か
習
性
か
ら
考
へ
て
所
に
よ
っ
て
は
行
は
れ
て
ゐ
た
も
の
と
思
へ
各
が
こ
れ
と
て.
も
素
よ
り
小
規
模
の
も.
の
で
ぁ. 

つ
た
で
あ
ら
う
0

、-

. 

. 

. 

:  

. 

■、.

こ
れ
を
要
す.
る
に
當
時
の
該
激
は
簡
単
な»
具
を
：
て
而
か
も
故
も
巧
妙
な
寧
ろ
そ
：の
種
族
の
本
能
的
技
能
に
よ
つ
て
漁
獵
に
從
事 

し
た
も
の
で
ぁ
ら
ぅ
と
考
へ
ら
れ
、從
っ
て
一
般
農
民
と
異
っ
た
海
部
族
乃
至
そ
の
系
統
の
も
の
で
ぁ
っ
た
や
ぅ
に
も_

素
せ
ら
れ
る
<>. 

そ
こ
で
、
こ
の
問
題
を
な
ほ
一
般
的
な
見
地
か
ら
考
察
し
て
見
る
要
が
#
る
。
,
 

...:へ

.

.
-,:
し 

.
:.充
來
杈
蛛
上
酋
の
漁
業
發
達
縁
紙_

先
づ
九
繼
め
_
北
部
和
ら
瀨
芦
內
海
艿
至
顧 

十

派
' 
:
 

は
0'
本
海
沿
岸
を
北
上
し
能
登
半
高
を
越
へ
て
越
炎
か
ら
佐
渡
ま
で
及
ん
で
お
り
、
他
の
一
派
は
太
平
洋
沿
岸
を
遡
上
し
て
關
東
海
へ- 

，移
動
し
さ
ち

IC
鹿
島
灕
を
經
て
松
鳥
灣
に
人
っ
て
ゐ
る
や
ぅ
で
ぁ
る
。
そ
し
"V.

そ
の
代
表
的
漁
民
が
前
文
に
の
べ
た
海
部
的
部
族
で
ぁ 

，る
と
'見
，る

の

で

ぁ

る

一

-
勿
論
こ
れ
以
外
に
沿
岸
農
民
で
半
漁
华
梟

<p
も
、の
も
於
今 

或
は
：

一、 1

次
的
に.
漁
獵
民
と.
な
っ
、 

.

.
關
m
漁
業
の
：搖

藍

拗
:.

:  

六

七

o
s
九〕

'



ノ.
濯

^

た
も
の
も.
t

で
あ
I

が
l

o

か

の

今

-0
み
，る
勢
州
、.
|心
州
、
房
州
、
紀
州
、
豐
後
な
ど
の
海
部
聚
落
I
恐
ら
く

;̂
の
殘
物
で
は
な 

か
ら
う
か
1
考
究
す.
ベ
き
問
題
で
あ
3
。 

，  

、
 

■

•
こ
れ
を
要
す
る
に
以
上
の
見
地
か
ち
見
る
と
、
宙
く
か
ら
瀨
戶
内
海
を
中
心
と
せ
る
海
部
族
，の
一
派
は
^
と
'へ
そ.
の
種
族
的
1
#
 ̂

多
少
の
變
化
^
り
と
す
る
も
な
ほ
古
い
部
揭
的
の
性
格
を
保
持
し.
つ
、
關
m
$
面
へ
4
そ
の
漂
浪
的
激
獵
坐.
活
ぞ
»
じ
扇
げ
て
き 

た
も
の
で
あ
ら
う
。
民
^
^
の
權
威
柳
闺
國
扔
氏
が「

潜
き
あ
ま
の
北
、の
限
り
は
松
島
の
宮
戶
島
で
、
そ
れ
も
現
在
は
男
が
镌
^
つ
て 

居
る
5
L
ま
た
祈
ロ
博
士
は「

一

例
を
あ
げ
て
見
る
と
、
南
ょ
b
北
へ
と
驚
し
た
、
安
曇
氏
‘の' 
ー
族
が
潘
.る
:0
'

其
馨
人
部
(0
',

民
を 

率
ゐ
て
ゐ
る」

と
の
記
事
は
私
の
上
述.
の
漭
想
に
對
し
甚
だ
興
味
あ
：る
暗
示
を
與
ふ

.
る
も
：

や
.
う
^
あ
冬
0..
:
ン

.
，：.

註
：
'

.

.
:..

.

、

: 

.

•

•
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T
o

「

f
本
歷
史
他
理
之
硏
究
",,
:1出
1
伍
著
で
'«
ニ
村
五
十
戸
に
充
滿
サ
るw

十
戶
位
を
分
；け
て
'ァ
マ
ル
へ

.w

电
す
者
で.
す
0
1四
頁
^
 

j
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'o
l
:

〕

，灞沏村誌四
六茛前羽村
役場大正十
西年：
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.

'
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1
,

醫

f l
t

硏
究
突
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千
販
縣
社
-#-

課
•

S
V.

例.
へ.
：

『

.
'パ
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.
 

•
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游
延
喜
式
上
：'卷
苒.

神
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瓦
：
'潦
す
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:-
;^
•

涵

:■
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^

w
 

^

 
.
.
 

x

''v
 

.
'
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V
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 s 

,
%
茸
神
族v

は
R
冰
書
紀
白
鳳
：九
年u

月
凌
凍
の
：滌
な
ら
，び

.

.

に
掏
十
ー
ー5
十
月
壬
：蒎
の
.
倏
に
、
：恐
ら
べ
富
士
火
山
帶.
の
括
動
丸
あ
ら
，
次 

.

の
⑶
く
記
し
て
お
“̂

へ
前
^
沒
遭
&
ノ
龙
港
日
”̂̂

池
動
^

啤
廉

:̂
,

座
夕
、；有

:®.
聞t

如
レ
鼓
•̂
1于
敗
;̂

官
*
人
0:
、&
豆
島
西

;

隹

有
>
 

篇
»

<
_
百
#

丈
へ
觅
:»

‘「

島
蘇
如
&
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な
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ロ
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が
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に
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^
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錄
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^
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。
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。
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近
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ら
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す
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あ
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す
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す
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。

惟
ふ
に
そ
の
ご
世
の
中
は
一.
.應
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あ
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濟
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述
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簡
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ょ
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對
す
る
暗
好
も
、
必
ず
や
问
上
し
來
た
も
の
と
思
ふ
。
赤
堀
氏
は「

吾.
妻
鏡
輪
久
四
年
IE
'月
の
中
葉
常
胤 

J

汰
せ
る
惋
飯
に
つ
い
て
。「

饵
侠
が
飯
食
を
献
げ
て
主
君
を
饗
す
る
事
は
、
京
都
に
は
聞.
か
ぬ.
事
で
：あ
る
0(

中
略
1

月
の
：み
：に
は 

良
ら
3

也
I

期
に
も
行
は
れ
た
、
尤
も
魄
は
陶
製
の
食
器
で
京
都
，で
も
用
ゐ
ら
れ
た
も
の
、
其
献
立
、
：
.
其
調
理
：の
.事
は
鎌
倉
時
代 

’ 

>0
^
ぬ
未
だ
'見
當
ら
ぬ
、̂

ほ
ば
ん
ふ
る
ま
^
と
い
ふ
飼
が
今
^
殘
つ
'て.
ゐ

る

、
其

禮

で

各

つ

.^
由
5:
察

す

ら

れ̂
し

と
い0
て
ぶ

る」 

 ̂

:
.
、

：
；
'
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!
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次.
に
寒
席
の
流
行
い
か
ん

^

考
へ
て
見
る
と
、
委
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
例
へ
ば

「

苦
赛
鏡

」

建
久
四
年
七
月
の
ぼ

i
o

「
(

1

::

善〕
樣

羅

小
坪
邊」

給 
>〔

長
■

■

H

- f

假
屋
於
潟
事
^

一
每
*
猶
麻
^

興
：
_
;愚
狀
良
娛
'«
及
，|黄
:̂ .
還
御
|:
 ̂

「 (

霞
略)

? 0
^0
« 0
此
事
每
度
、ヽ
：

^ •

薺
政
識
ド
- r
K

-1」
こ
：^
^

1

意
す
^ -
.;

^

は
廣
も
簡
熟
活
を
散
ホ
べ
き
僧
侶
階
級
ま
'
で
が
'
魚

鳥

肉

な

ど

^

竣

ひ

て

可

な

り
の
享 

. .
|

_

_

0 ?

ゐ
た
こ
と
似
。
ボ

ケ

念
^

^

、

^
^

:

恣
好
-1

酒

宴

！
之

由

，
遍

有

レ

聞

：

於

，，

件

家

，
者

、

仰

，
保

々

.
奉

行

た
そ
れ
^
で
^
く
て
も
僧
^
を
招
待
し
た
食
掃
に

「

調
ョ
菜
葵
ニ
於
ロ
備
之
味
多̂
加
ョ
藥
モ
植
於
康
樣
之
膳
一
し

(

政
蓮_

草)

と
あ
る
の
で
も 

.
そ
の.
，
ー
；
般

を
:̂
し
射
ル
れ
る0
こ.
れ
ら
か
ら
考
.
へ
る
と
、
當
時
：の
：

.
社
會
は
湘
當
に
寶
澤
な
寧
ろ
享
樂
的
な
#
食
を
レ
ば
^
^
行
つ
て
め

た
と
見
ね
ば
な
ら
：な
い
;0.
' .
..
;

'.
:
'

,
.-•• 

...
-:. 

.
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■
'
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.
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.

か.
け
ぅ
.に
推
定
し
て
ベ
る
と
、
前
に
引
甩
し
た

r
吾
妻
鏡

」

め
建
長
妈
年
九
月
の
條
の

9-(

前
略
1

倉
ボ
所
所
、
可
レ
禁
ニ
斷
I

制

沽

酒- 

之

. *
仰n

保

保

泰

行

人: «
仍

於-I

鎌

倉

中

所

醫

家

淨

註

之
.
酒

壷

；
一
一
ー
萬
七
ザ
ニ

由
5

0

」

め
；記
尊
も
當
然
だ
と
頷
か
れ
る

。
;
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.

さ
て
と
れ
ま■

ベ
た
I

ろ

は

一

般

の

飮

食

物

に

對

す

る

消

費

狀

況

で

衰

が

？
然
ら
ば
が

^ '
家

乾

は

い

か

な

る

程

度

の

も
 

.

の
；で
あ
つ
た
か
、
先:^
^

訓
往
來」

等
か
ら
擧
げ
て
み
名
と
。

海
產
物
で
は
鰹
鮪
，
蜻

鰺

驗

鱒

餾

鮑

そ

の

.他
の
貝
類
な
ら
び
一 

に
^

^

麝

等

が

：あ
り
、
淡

水

魚

と

し

て

は

霍

篆

鯉

附

等

が

倉

o.
■
こ
れ
ら
は
凡'て

平

靡

時

代

か

ち

：消
費
せ
ら
れ
た

I

と
同
一 

:

で
f

、
;i
f

そ
の
へ
售C

後

；

r

條
院
時

代)&

•

に
.'つ
い

.
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.

.
'
.
'
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s

々
\a

t :
暴

■̂
•
民
衆
把
^'-
常_

7)
:
も
>̂
で
^
つ
た
で
あ
ら
ぅ
？.
但
し
上
に
擧
げ
た
叙
介
類
の
：凡
て
を
鎌
倉
降
ポ
に
も
漁
繼
し
消
費
し
で
ゐ
た
か
ど
ぅ 

か

皮
斷
言
出
來
な
い
が
、
恐
ら
：-<-
そ.
の..
大
部.
分
は
猶
，
せ
ら
れ.
て
^

の
と
思
は
れ
る
。
と
こ
ろ
^
.
そ
れ
に
關
し
柱
遺
す
へ
き
記

■;-
:_

倉
办
海
一
に
鰹
主K.

■ふ
魚
は
|
彼
<7
>
壤
忙
ば
:*
'
雙
無
き
物
^
て
^

'
•

你
已
れ
等
若
か
り
^ .
11
1:

ま
：
で
は
：
、

.
：
ゆ

か

：
ば
^ .
じ
き
人
の
.剪

:

.:
レ
物
說
七1--
:.

申̂
し
き0.
斯«

の
物
も
世
の
宋
：に
な
れ
ば
、
；ゼ
贫

 ̂

:
'
ノ 

で
^

に.
つs

て
、屋
代
弘
^
^
?「

昆
陽
漫
談
溶
鰹
つ
れ

-̂
草
£
‘鎌
倉
の.
海.
に
か
づ
を
：と
^
ふ
潘
有
妄
々
倭
名
^

一

 K

鰹1K

々
延
：夢
式
ノ 

；

ぎ1:

テ「

大
：膳
大
炊
內
膳
式
こ

I

堅
魚
ァ
リ1
K

徒
線
^
誤
‘ル

ト
.
ミ
ユレ
ド

モ
兼
好
.ノ畤
々
書
籍
：甚&

ス
グ
ナ>

シ
ー
ァ
_

^
和
名
鈔
廣
行 

.
ハ
レ
：ザ
ル.
H
.:
'H.ナ

.：

ル
べ.
シ
、
或
人
奪
ク
延
喜
式
ノ
M-
'
#
ハ.
今

，
堅
食
節
.
ナ
り
ト
、
按
ス
ル
11
,(

中
略〕

-
徒

然

草

ヲ

作

ル
;^
鎌

倉

ノ

來

人

ハ 

:

ヲ.
モ
ゝ
シ
ラ
，ス
：古
.

へ
堅
魚
節
ノ
.
織

v

ナ
リ.
シ
、

n  
.ト
猶
更
シ
テ
サ
ル
^ ;

ネ
“i ,y

ア
！
ザ
マ
ヽ
デ

入
.^
ツ
ーコV

ヲ
於
シ
ト
ミ
ユ
.

(

中 

ぼ
'..

延
審
式
> 
堅
寥
ハ
i
熱
節
が
ダ.
コ
ト
明.
力
也
一5

ゃ
紀

味
ノ
料
ト
ス
ル

n

ト
モ
久
シ
キ
翦
ナ
ル

f

v .
、
‘欽
好
時
代
コ
货

人

ナ

ド

ノ

生-

テ
食
フ
窜
ヲ
ア
ャ
シ
ミ
ヶ

_

ル
ー
ー
ヤ
^

丈

日

予

も

蒗''
>

诗

さ
る
事
も
や
と
思
ひ
し
か
‘ど
高
橋.
の.
氏
^
を
み
て.
興
さ.
め
た
^
。」

と
^
へ
り
。
， 

.

.

.

(

24〕  

>.

:
: 

. 

.. 

•
•

.

'.
W
て
高
橋
氏
文
めM

に
關
し
、：

伴
信
友
の
說
明
を
見
る
と
先
づ
■

然
草」

を
別
用
じ
.
て

:
ぺ
；

,

(

前
赂
茗
^
か
み
嫩
倉
丨
ゎ
だ
り
の
事
故
り〜

么
ざ
ま
と
は
艰
國
な
る
武
士
の
長
だ
ち
た
る
人
タ
を
云
へ
る
に
て
、
都
が
.た
の
こ
と
に 

は
あ
ら
ず
、(

巾
略〕

世
に
あ•
ま
ね
か
ら
ぬ
热
に
て
、
た
^
か
の
肉
を
千
堅
め
た
る
の
み
、
あ
ま
ね
く
用
ふ
も
の
な
る
が
故
に
、
古
ょ

 ̂

、
ニ..
,

.,

-
..

七
九.
：

(

ニ
瓦
ー〕
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り
*

命
と
い
へ
ば
ラ
ち
ま
か
せ
て
‘其
千̂

妁
た
名
も
の
丄
名

‘
の
如
く
に
は
な
れ
名
な
る
べ
し
茇
々
。

鰹
の
考
證
や
i
冗
、長
に
百一

つ
た.
亦
ノ
そ
仉
妨
{晶
時
に
货
け
る
こ
の
地
方
の
鰹
漁
業
を
始
め
我
國
特
有
の
魚
介
類
の
虫
食
を
知
る
上
に 

大
な•'る
助
け
士
念
る
か
ら
で
あ
つ
た
。
ざ
て
以
上
の
別
用
か
ら
港
定
す
る
'と
延
喜
式
降
代
の
堅
魚
と
は
鰹
の
於
：：|
で
あ
つ
て
恐
ら
く
今 

旧
の
荒
節
に
も
及
ば
な
い
粗
干
製
品
で
あ
つ
た
で
あ
ら
ぅ
、
そ
れ
は
當
時
の
輸
送
狀
態
か
ら
考
へ
て
も
當
然
の
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に 

_
顧
'#
;

^
轰

水

て

顧

珉

で

藤

士

嚕

顧

：の
間

_

始
：；％̂-
生
#
<0
濟-
食̂
用
杧#
ず
^
^
^

ゎ
‘鰹9

虫
食
を
な
し
て
ゐ
た
こ
と
は
前
引
用
文
に
明
か
で
あ
る
が—

從
つ
て
生
鰹
に
對
す
る_

要
が
胗
迤
し
_

て
鰹
漁
業
の
活
動
を 

促
迆
十
る
に
至
つ
た
も
の
と
想
像
す
る
。
 

\

こ
れ
を
要
す
^
に
當
時
に
於
け
る
社
會
經
濟
上
の
就
通
面
に
於
け
る
沽
況
は
鎌
倉
を
初
め
諸
市
場
の
發
展
に
作
ひ
次
鐵
に
IB
1
盛
に
赴 

气
か
く
て
適
制
度
の
，
起

源

.
の
如
き
も
か
や
ぅ
‘な
狀
勢
の
下
に
發
坐
す
る
に
茧
つ
た
も
の
で
あ
ち
5
0例
へ.
ば
？庭
訓
往
來
諸
抄
大
^
--
w
に'

凇
で

：
 

' 

、

;

:-
7
藝
才
七
座
之
席
、
諸
國
商
人
、.
旅
客
宿
顶
、
運
送
脔
買
、-
悉
令-
1通
行
1候c

中
S

凡
京
町
人.
ずi

i

AO、
： 4

4
ii‘.&

齡
IV. 

(

：&
略
福
4
細
^

ー
同
以
：:1
:1
猶
土
之
；1:
ー|
^
^
の
^
に
^
0 .
セ

 ̂

.未
レ
詳.0

.

貞 

名
目
探
興
に■
龙
た

り::.
0
:.讓

菸

、
：：市
»
に

七

座

有

る

；
な

り

;°
-
座

と

啟 

卿
座
、
;;
5;
竿
邊
積
德
-̂
ハ
根
場
座.(

#
聰
(0,
產.
池
パ
此
座.
不
霧
政
り
。
遍
て
5

へ
り
'0
七
馬
商
座
、.
是
七.
座

也

‘
.

， 

其
外
#
:.
»

振
實
ぁ
王
浓.
>
1:
0

ま
.龙
-:
1

制
庭
訓
往
來
^

典

^「
撕.
今

，度^-
卿
經
營
。諸
人
1

被
レ
驚
コ
环
貝
乏
由.
承
及
候
な
只
今
之
芳
問
。 

沈
■

■

—
養
。
*
^
羅
於
山
::
«

缍_

於
孤
溆
1
還_

#_

_

^

说
谨
0

;̂
構
之
褪
也
-0
一
 
K;
々
OJ 
士
泌
0̂

'̂
て
：v
m '
^
§
.i
a
變.
漸
：ど
^

檢
时
を
要
す.
る
も
の.
で
あ
ら
ぅ
が
、
と

、
で

'は
こ
れ
ら
の.
記
事
か
ら
少
く
も
'河
海
の
|
業
が
從
來
ょ
り
も
ー
.段
と
蹓
進
を
遂
ぐ
名
に
至 

つ
た
も
の
.
で

あ

ら

ぅ

，と

い

ふ

：

.
に
留
め
て
お
く
0
そ
し
て
そ.
の_

機
を
前
に
述
べ
た
通
り
消
費
經
濟
の
發
展
に
基
く
と
す
る
；の
で
ぁ
る
。 

.
試
に
當
時
の
關
聚
こ
と
に
鎌
倉
の
人ir

が
幾
程
で
：あ
っ
た
か
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
來
あ
:̂
が
、
；諸
國
ょ
り
の
浮
浪
人
、
勾
引
人
、
A
賣 

乃
至
京
都
な
ど.
か
ら
の
謂
は
ゆ
る
、「

京
下
り.J

の
僧
俗
の
：人
込
み
も.
多
分
と
な
り
人
ロ
も
次
笫
に
增
加
し
た
で
あ
ら.
ぅ
こ.
と
は
建
長11  

年
、•勾
引
A-
1

、
人

，寶

人

な

ど

を

鎌

倉

，外

.
へ
追
放
し
た
：'こ
と
に
て
も
想
像
し
得
ら
れ
る(

新
編
51-
加〕

0
ま
た
取
引
交
通
の
盛
と
な
っ
た

こ

と
 

は
前
に
引
用
の
.諸
文

II

か

ら

し

'
て

も

推
知
し
得る

が
、
.
更
に1吾.

1 ^」)

弘
長
三
年
八
舟
ニ
十
七

日

.

の
條.
の
P「 (

前
略〕

入
レ
夜
大
風(

中 

略〕

又
鎭
西
乃
貢
蓮
送
船
六
：十

1

艘

於
-#
豆
海r

同t

•
漂
濤
ーk

々j

を
見
て
も
遠
く
鎭
西
ょ
り
來
：航
せ
る
こ
と
が
わ
か
る
P
'ま
た
陸
上
に 

於
て
も
各
地
に
市
場
が
開
設
さ
れ
取
引
も
次
第
に
盛
に
な
っ
た
。
例
へ
ば
應.
永
年.
度
に
な
る
4
、
武
州
足
立
郡
蕨
市
を
始
め
下
總
國
五 

.
ヶ
：所
の
八
許
三
十
三
ヶ

.
所
の..市
場
が
成
立
し
、

か
く
て「

市
場
之
祭
文 
'ま
で
流
行
し
て
ゐ
た
こ
と
を
思
ふ
と
そ.
の
盛
.で
あ
つ
た
こ
と
が

'
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伺
は
■れ.
る
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.

た
娛
樂
の
方
面
で
は
廳
狩
や
が
流
行
し
て
ゐ
た
こ
と.
は「

庭
訓
往
來.
，
の
，
挪
泄
上
：旣
'P
一
 _

謐
一
之
關
、
考
鵜
鷹
逍
遙
^

々
し 

.
にV

も
わ
か
る
、が
、

.
故
ほ
廳
狩.
杧.
續

七

：ば
ぽ
本
古
代
法
典
ぷ
巧
に
そ
”
記
» .
が
見
ら
：れ
、

-.
ま
だ
鵜
飼
に
っ
い.
て
砰〔

譎
油
鵜
飼」 

:

で
も
明
か
，
あ
る.
が
V
ビ
と
忙
興
味
ネ
る
は
乙
の
勸
中
の-
ぉ
と
ゐ
く
魚
を.
追
廻
し」

わ
追
廻
し
；に
つ
い
ズ

「

談
||
|!
拾
葉
抄」

は
ヒ
れ
を
說 

明
し
：て
0「

魚
を.
取
具
£
お
队.
ま
典
レ
：ど
云
.̂

の
有
其
形.
繩
を
ぁ
み
ゼ
.
兩
の..端
を
長
き
竹
に
む
す
^
^
^

り
魚
を
ょ
せ
集
池
是
を
ぉ
ひ
ま
^
し
と
^
也
ー
ー^-
圖
舌
に
^
ず 

と
い 

ふH

私
る
が>
-̂-

れ
1
後
の
步
行
網
と
，全
く
同

1
の
伍
掛
げ
如
も
の
か
當
時
ぐ
の
^
の
網
が
關
來
の
河
^!
1
教
ど
で
使
用
せ
も 

.
こ
：：と
が
わ
が
る
.0
■

..
'.
-
 

二
:

''
 

:
• :.

 

:
:

ご
. :
'

, 

關
诳
漁
業
の
搖
籃
期 

■

八1

o
m
H
v

r



fi

I

束•*̂'r̂
*̂v,
a-
?f
't-
!'v>r
B;;
*-:̂
;'
'̂

<̂Q̂
ト̂其 r̂
sâ
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述
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ゐ
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倉
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处
と
ル
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て
費
た
物
的
人
的
の
交
流
が
著
し
^
社
會
的
消
費
經
濟
を
刺
戟
し
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鎌
倉
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；
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濟
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介
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濟
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、*-ŷ,.Aic
~.
v
«-.,vl̂t:
てf>!-ハ -*•xuv'—c*,

?.-̂

.̂
ト、
-*T,V
'.
»̂-
>J
C>
V.
.»
'.<

小

〜

 ̂

;-
rw*.’---;?̂
-̂-
rv
、̂i
»,
vr:.
f'
»
*̂
l̂<.v?.
J,>ri;
IGVV?ItI:Î«-
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れ
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